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"，.. 闇~ ~\'.1I'1J蝿
-・し込a砂 笹."がき1:.I省長鹿市民;l:tf4:>aOIl附.個・込"

師同 柑 輔 . .i-.いて市3IBf't'I:.(.・ 吋 酬

・・U肉樹園・愛車凶会・a局ヘ.OLるみ.に〈わしい...芳

雄・..・"す

.om・ω訓>>附
砂田 9Jllm，ト'"醐
鏑自問 句...判断幽強午後慶州市箸夜虚州市依適合

Jl=田 晴慶州剛腕時γ ンポジウム附枇の盟会

舗三回目 終日・州市内見学

鏑園笥周 年t・・圃 .. 長命良市..

7
丹
市

g
i
引
目
隠
国
民
健
康
保
験
科
・
m
g期
分
の
納
期
で
す
・

ι 

d 

iiii:ii!jjjiijj!??iiziiE 
jjH圃 iIlU11115jZHi

;;iλ 

E
員

L
i
t
-
t

i
!
i
 

聞
尋
ま
す
・

と

e一

7
月
口
周
卯
午
前
同
時
1
午
後
4

.

.
 
，
と
こ
ろ

市
役
断
中
央
線
1
暢
緬
鍾

傭

薗

畿

-m
'圃い
曾
わ
世

間
所
〔
@

@
4
9
8
3
}

ヘ・

催
し
• 
教
室

2
2
2
1
1
i
-

i
T
V
2
2と

お
り

Eし

，
す
・

i

:

 

ana
目幽・

5uω
め
:
A
m
2
H

'

さ
き

E
2
2
2セ

ン
タ
ー

〔底
原
町

V-E-ァ
，
宵
手
帳
t
r
t
附
仰
す

f
l
i
s
-と

そ

の
保
護
省
淘
・
伺
人i

;

 

8
n
s因
別

g
目
酬
明
の

1
泊

2
目

・・
と

こ

;
i
?ー

(豚

g
i
i
I
;
 

縛
す
る

3
2
3

来
型

E
Z量

測
λ

・:
?"" 
!
i
 

-m
ヘ
・

国
保
同
ゆ
み
忽
さ
ん
の
傍
院
斜
で
さ
さ
え
5
れ
て
い
ま
す
・

Ü~" " 



二議以讃爾丁目1-1・お姐Sぜ問所雷同-，1 11断醐

7
月
市
日

i
mJ日
は
固
定
五
興
産
税
・
都
市
計
画
税

(第
二
期
分
)

-U身
障
膏
者

児

の

-7
l
ル
で
楽
し
む
集
い

太
陽
平

24
i
i

;
i
j
 

T
1・

と
を
〒

7
月
初
日
開
午
前
同
時
1
正
午
・

里

I
Vと

S
Z
7
2右

京
三
了
日
)
マ
送

a
Rス

ι

①
Y
良
祭
良
駅

前
{
午
前

g
時
刻
分
処

v
i
杉
ケ
中
町
パ
ス

:
E
T
It
i
-

i
z
z
i
J
 

@
蓬
鉄
岡
大
寺
駅
宙
開
口
(
午
前
9
時
前
分
発
)

』
近
鉄
あ
や
の
穐
駅
北
口

i
お見候
学
園
剣
駅

目
↓
E
一
丁
目
パ
ス
停

A
T丘

コ
ー
パ
ス
停

2
4E
Tル
-T

i
i
i
f
l
i
 

v
聞
い
盆
わ
匂
;
;
市
役
所
厚
生
四
へ
・

園東
之
阪
子
ど
も

園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

盲思之
阪
児
童
館
の
開
館
4
周
等
を
配
念

L
E
i
-の

あ
ら
ゆ
る

請
に
立
ち
向
か
え
る
リ
ー
ダ
ー

E
f-

-

く
り
を
目
憎
し
で

E
i・

と
血
宮
内
穆

7
n
s
日
紛
与
検
1
時

6
時
四

f
i
i
i劇

団
の
会
禰
・

7
月
9
日
制
与
歯
9
時
1
午
後

Sw
・-
i
EE;

i
班
長
児
童

i
g

@
8
2
6
3) 

一「
喜
つ
子
軍
」

望

i
z
i
iし
「青

森
察
ヘ

13お
と
A
g
a
-

子
ど
も
も
ひ
と

つ
6
会
A
Y

て
t
l
」
を
〆
イ
ン
チ
1
マ
0

傷

の
納
期
で
す

格

-m般
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も
の
育
成
と

g〈

iき

し

た

喜

の

?

し

て

「

t
白書
2
2
品
i
t多

数
の
泰
緬
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
・

〈
ゐ
し
〈
は

E
「台

市

つ

下

型

書

Z会
宮

市

町

三

-E
E
?
i

0
1
1
v
へ
・

7
周
8
日
出

と
脅

;
;
午
前
同
時
ll

午
後
4
時

'
内
曹

i
t
-
-
;占

コ
ー

ナ
ー
一

!
z
z
E
z

-
-
潰
必
要
会

7
周

a
R
閣

と

e:午
前
同
時
ll

午
後
4
持

'
内
書

?
ぱ
し

;
f
i

f

;コー
ナ
ー

i
L

'
コー
ナ
ー

園
総
古
福
祉
セ
ン
タ
ー

-
i
干
一

-
aj
F
A品
0
7
7
3

陶
胃
微
量

と

e
7月
初
団
側

幻
自

ω1
8月
3
臼
刷

w
uauω
の
午
後
i
略
奪

13E
i
iの

心
身
隊
害

者

児
ロ
人

マ
内
由

形
成
か
ら
棄
焼

き

鐘
輪

本
規
轟
ま
で
の
術
轟

-・・
組

関

無
倶
・
粘
土
伐
と
し
で
四
月
種
皮

Eし

t
i
s--備

え
付
け
の
申
し
込

み
周
紙

1
住
所

氏
名

e
-m
a
m

寄
の
種
別
と

E

障
害
事

E場

企
・

い
て
7
n
u

固
ま
で
l
必
着
伺

鋪

へ
・
多
い

也宥
舎

は
袖

-a.O 

| 時 間 セ ン タ ー 主 催 開 . | 奈良市青少隼国際音素フェスティバル 目

夏休みアニメ映画会
(入縄開問〉

開催=8月7日目)

午育.，崎

午後2崎

上映時間2時間

ーハンガリー・力ントゥス
少年少女合唱屈を迎えて

曜のふるさ色川相.，トヮ カントウス少年少女合唱聞

がやってきます。市?陪 旭.の脅濃悶.と電しいン調イント

コンサートを傘陶しまιた@みなさんも奮しい時闘を 循1:.
ごしませんかd

。

“となりのトトロ"

“短編ドラミちゃん"
とζろ 史跡文化センター 砂図柄し込み 往復はが

きに午前 午後の別住所氏名{返信用にも) 竜

蔵書号を脅して7月IHlまでに史跡党化セ J ター

(三条大路 丁目5-37 1'J-~9021) 。 はが

きl枚で2人入鳩可多、治合"摘選。

制lAA~' ・ 1 "

とを i f!22lJ;J)f1i2'*-4時半 ・ところ…噛文化セ

シタ. 'A醐 桝 ・定貝醐人 ..し帥…往

復はがきに住碗氏名〔返信綱にも) 電路信号 入鳩希望

人吸を骨て 7月'"町市役所叩時Z号、。多い酎

は術遺
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